
Ⅰ．はじめに
１．問題と目的
⑴ 教育相談における事例検討
保育者養成課程科目の教育相談において、事例
検討を行うことが授業の目的として挙げられてい
る。保育者として対応する対象者となるのは、基
本的に乳幼児期の子どもとその保護者である。子
どもの発育や発達にかかわる支援や対応、児童福
祉施設等において職務にあたる場合もあり、保育
者の活躍の場は多岐にわたる。また、子どもだけ
でなく保護者への支援や配慮についても保育者の
職務となる。このたび「教育相談」の授業におい
て事例検討を実施するにあたり、親子関係に関す
る事例を提示し、支援対象者の心情と対応方法に
ついて考える機会を設けた。母子生活支援施設の
支援員として実際に対応したケースを用いて、子
どもの気持ちや保護者の気持ち、支援指針や支援
方法を事例検討を行い、受講生の理解の把握を試
みるものである。
本研究では母子生活支援施設において実際に対

応したケースのなかから、保護者および子どもの
立場を同時に考えられる事例を用いて検討を試み
ることとした。施設職員から支援の実際の様子を
伝えることによって、学生にとっては状況が想像
しやすくなり、また対応方法を検討しやすいので
はないだろうかと考えたものである。実際には保
育者として対応する際、保育者の年齢に近い保護
者への対応をすることも十分に考えられる。ま
た、その保護者が若年者であることも容易に想定
が可能である。受講生が親の立場を理解しようと
する際、とりあげる事例として、保護者や子ども
の心情を言語化しやすいよう、子どもの年齢が受
講生の年齢に近いケースから選定した。親子のぶ
つかり合う心情を受講生がいかに捉え、事例検討
を行うのかを探りたいと考えたからである。
事例検討においては、親子それぞれの課題を伝
え、どのように支援をするとよいか支援計画を発
表した。学生の発表をうけ、施設職員からコメン
トし、施設や支援員の捉え方や考え方への講評も
すぐに行った。受講生の事例検討がどのような対
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応にあたるのか、実際の対応と比較を交えて支援
者から説明を受けた。さらに、実際にはその親子
がどのような状況にあったか、施設においてどの
ような対応を行ったか説明を受けた。支援者の悩
みや実感も含めて講評を受け、事例検討ではある
が、実際の支援者の思いに触れる機会となった。

⑵ 施設および支援員としての目的
①専門性の向上
今後、社会に出て行く学生に母子生活支援施設
を知ってもらうことで、虐待防止や育児不安の母
親を救うことができると考えた。昨今、増加する
虐待に対し、保育園や幼稚園などの機関において
も、様々な形でかかわる機会が増えている現状に
ある。受講生に母子生活支援施設の理解をしても
らえることで、彼らが将来において支援にあたる
際などに、当該施設を社会資源の一つとしてとら
え、必要に応じた対応を検討できる一助になると
考えた。
②受講生自身の身を守る情報の提供
実習に来ていた学生の話から、恋人や友人など
プライベートの話をしてくれることが多かった。
中にはデートＤＶや友人が望まぬ妊娠をして苦労
しているなどの悲痛な内容を聞くこともあった。
今後、受講生自身がＤＶや望まぬ妊娠から身をま
もることができるためには、施設を通して実際に
対応した事例をもとに、現実に起きていることで
あり、受講生自身や彼らの身近な人がそのような
状況に陥る可能性があると考えてもらう一つの
きっかけとして活用してもらいたいと考えた。こ
れらの経緯から実習のみならず、講義の事例検討
をとおした学習機会を提供する意義があるのでは
ないかと考えた。

Ⅱ．事例検討による理解内容の把握
１．方法
１）事例検討
事例親子のプライバシー保護と安全確保の都合
上、事例内容の詳細については本稿へ記載するこ
とができないが、受講生にとっては、現実に生じ
たことを実際に対応した支援者から聞くこと、さ
らにその親子の状況について支援者として心情を

考え、対応策を考えることを求められた。
母子生活支援施設において親子関係の調整や親
と子どもそれぞれに課題があると見受けられる実
際の事例について、概要を記載した資料を授業終
了後に回収することを伝えたうえで配布し、親子
が入所に至った理由や現在の様子について説明し
た。次に、個人検討シート（図１）を用いて、受
講生が個々に母親の想いや子どもの思い、支援者
へ望むこと、施設職員としてどのようなことがで
きるか、説明を受けた印象から考えたことを記述
するよう求めた。その後、５人程度のグループに
おいて、解決すべき問題を支援目標として設定し、
どのような支援ができるか検討した。親子関係の
課題、母と子のそれぞれの課題と解決方法につい
て話し合い、グループごとに１枚の支援計画表（図
２）へ検討内容の記入を求めた。検討しながら不
明な点がある場合には質問を受け付け、その都度
親子の様子についての情報提供を行った。
話し合ったことを全体へ共有するため、作成し
た支援計画表にもとづき、目標、課題、支援方法
の順にグループの代表者から発表を受けた。受講
生が考えた支援方法に対して、実際の対応がどの
ようなものであったかを説明し、施設職員として
の感想を伝え、講評とした。

２）事例検討での学びの把握
本研究は2022年Ⅰ期および2023年Ⅰ期において
実施した事例検討を調査対象とした。事例検討終
了後すぐに、受講生に事例検討を行って感じたこ
とについて記述を求めた。母親の心情、子どもの
心情、さらに施設の役割について理解したことの
記述を求めた。
受講生の親子への視点や施設に対する理解の記
述から、彼らの学びの内容をまとめ、分類し、そ
の傾向を検討するものである。彼らがどのように
親子の心情を捉えたか、どのような学びをし、な
にを感じ取ったか、授業後の感想を用いて把握し、
検討を試みるものである。

２．結果と考察
事例検討での記述内容や感想を大学が運用して
いる「クラウド型教育支援サービス・manaba」の
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アンケート機能を用いて提出を求めた。受講生は
2022年度Ⅰ期および2023年度Ⅰ期において、計
142名であった。事例検討当日に参加しており、
なおかつ感想を提出した者が123名であった。123
名の記述内容をもとに、母親の心情、子どもの心
情、施設の役割への理解について、受講生それぞ
れの記述内容を分類した。
母親の心情および子どもの心情については、受
講生間において類似した記述が多く見受けられた
ため、親子の状況をどのように受け取っていたか
を知る手掛かりとして利用することとした。一方
で、施設の役割への理解については、記述内容が
多岐にわたっていた。そのため、個々の受講生の
記述を内容ごとにカテゴリーを設け、１人の受講
生の記述を複数のカテゴリーへと分類することと
なり、ｎ＝217の記述数となった。さらに設けた
カテゴリーのうち、類似しているものをまとめて

分類項目を設け、その項目に名称をつけた。

⑴ 母親の心情
利用者の心情を検討し、その記載を求めた。学
生の記述を概観したところ、類似している内容が
多く、彼らが捉えている対象者の心情の傾向を把
握するため、記述した内容ごとに分類を試みた。
大きく３つの項目に分類ができ、その記述内容を
表１に示した。設けた分類項目は「現在の状況へ
の思い・願い」、「母親自身としての思い・願い」、
「子どもに関する思い・願い」である。「現在の状
況への思い・願い」へは、人間不信になっている
可能性が検討され、「今まで母親も愛情を受けて
いない。」、「毎日家事をするのが疲れた。」など母
親自身の状況や疲れている気持ちへの視点が見受
けられた。また、「自分自身に余裕がなく、子ども
も思うようにいかないことが全て重なってきてい
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表１ 保育士養成課程卒業年次における事例検討；母子生活支援施設利用者「母親の心情」の検討（抜粋）

現在の状況への
思い・願い

夫にＤＶされた時から人間不信
になっている。

今まで母親も愛情を受けていな
い。 毎日家事をするのが疲れた。

自分に素直になりたいけどなれ
ない。

誰かに相談したいけど相手がい
ない…

父親が居ないことや収入面で子
どもに辛い思いをさせるくらい
なら、自分が我慢をしようと
思った。

自分自身に余裕がなく、子ども
も思うようにいかないことが全
て重なってきている。

自分が悪い、自分が我慢すれば
いいという気持ちがなかなか消
えなかったのではないか。

（ＤＶにより精神的な影響を受
け）自分の気持ちを相手に伝え
る事が出来なかったり、全部自
分が間違えているという考えに
なってしまっている

子どもを大切に思う気持ちがと
ても強い。守りたいという思い
も強く、子どものことで責めら
れると自分が悪いと思い込んで
しまう。

自分自身に余裕がなく、子ども
も思うようにいかないことが全
て重なってきている。
子ども一緒に落ち着いて幸せな
生活がしたいと願っている。

母親自身として
の思い・願い

夫から離れたい。 少しの間、１人になりたい。 気持ちを受け止めて欲しい。

助けてほしい。 環境を変えたい。 周りからの信頼や愛情が欲しい。

自分を気にかけてくれる存在が
欲しい。 少しは手伝いをしてほしい。 自分自身も今の現状から幸せに

なりたい。

子育てで大変なことをためてス
トレスにつながらないように
日々話を聞いてほしい。

子どもに暴言や手を上げてしま
う自分を、誰かに止めて欲しい。

安心できる場所や、自分の素を
出せる場所がほしい。

子どもに関する
思い・願い

自分はいいから子どもを守りた
いというのが母親の根底にあ
る。

子どもに自分のような境遇に
なってほしくない。自分ができ
なかったことをしてほしい。

子ども一緒に落ち着いて幸せな
生活がしたいと願っている。

子どもには幸せになってほしい。 子どもが喜べる環境にしたい。 子どもには安全な場所で暮らし
て欲しい。

子どもと顔色を伺うことなく楽
しく過ごしたい。

娘とわかり合いたい。普通に話
がしたい。 子どもを人と比べたくない。



る。」「自分が悪い、自分が我慢すればいいという
気持ちがなかなか消えなかったのではないか。」
などと、余裕のない状況にあり、さらに自分を責
める気持ちも生じていることについて言及があっ
た。
「母親自身としての思い・願い」に分類した記
述について、「夫から離れたい。」、「少しの間、１
人になりたい。」、「助けてほしい。」、「自分を気に
かけてくれる存在が欲しい。」などと、母親の立場
にたった思いが検討されており、母親自身の言葉
かのように受け取ることができる記述が多く見受
けられた。また、「子どもに関する思い・願い」の
項目へ分類した記述においては、「自分はいいか
ら子どもを守りたいというのが母親の根底にあ
る。」、「子どもには幸せになってほしい。」など、
子どものことを大切に思い、彼らの成長を願う母
親の心情が見受けられた。

⑵ 子どもの心情
子どもの心情についても、学生の記述内容を３
つの項目に分類することができた。その記述内容
を表２へ示した。
子ども自身の心情として、「自分の思いをきい
てほしい。」、「ネガティブな気持ちになってしま
い、愛されていないと強く思ってしまい、周りが
見えなくなってしまっている。」、「人と関わるこ
とは苦手ではないけれど、良好な関係をつくるこ
とに難しさを感じている。」などと、困難さが生じ
ている現状への心情が検討されていた。
また、母親への思いや願いについては、「もっと
母親に可愛がってほしい。」、「親に対してどう接
すれば良いのかわからない。」「母に対する甘え方
があまりわかっていない。」、「母親を助けたい。」
など、親に求める母親としての態度とともに、子
ども自身が母親を助けたいと思っていることにつ
いても言及されていた。さらに、両親との生活を
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表２ 保育士養成課程卒業年次における事例検討；母子生活支援施設利用者「子どもの心情」の検討（抜粋）

母親への
思い・願い

もっと母親に可愛がってほしい。 母親を頼りたい。

親に対してどう接すれば良いのかわからない。 母親と幸せな家庭を築きたい。

母に対する甘え方があまりわかっていない。 自分の気持ちを伝えられるようになりたい

母親を助けたい。 お母さんに愛して欲しい。

２人であるときも仲良くしたい、優しくして欲し
い。

しっかりと頼れる人が欲しいし、お母さんにそう
いう人になってほしい。

楽しかったことや嫌なことなど今日あったたわい
のない出来事などを何気なく言ったり、時にはけ
んかもするようなごく普通の関係でありたい。

お母さんとちゃんと向き合いたい。気を遣いたく
ないし、我慢もしたくないし、寂しい思いや嫌な
思いもしたくない。

子ども自身
としての思
い・願い

自分の思いをきいてほしい。 自分自身の存在を否定しないでほしい。人は人、
自分は自分と知ってほしい。

ネガティブな気持ちになってしまい、愛されてい
ないと強く思ってしまい、周りが見えなくなって
しまっている。

思ってもいない言葉が出ることもあるかもしれな
い。子ども本人も「そんな言葉言いたくないのに」
と自分自身が嫌になっていることもある気がする。

人と関わることは苦手ではないけれど、良好な関
係をつくることに難しさを感じている。

家の中で怯えて生きてきてるから、人と接するこ
とが苦手だと思う。友達や自分のことを話せる人
が欲しいと思う。

自分は望まれて生まれてきていないと思ってしま
い、ネガティブになってしまっている。

母のもとにいたくない。自分は悪い子だ。もうい
やだ。私ばっかり。

両親への
思い・願い

慣れない場所に連れて行かれてとても不安な気持
ちがあり、親子３人で暮らしたい。

お母さんとお父さんみんなで仲良く暮らしたい。
でも２人ともに笑っていてほしい。

両親仲良くして欲しい。ＤＶされている母を見る
のが辛い。母親を助けたい。父に伝えたいけど何
されるか分からないから怖い。言えない。

両親と暮らしたい。でも、母親の辛そうなところ
も見ているので、笑顔で楽しそうにしている姿を
見たい。
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表３ 事例検討参加後の施設役割への理解（記述数：ｎ＝217）
分類項目 記述数 分類した記述内容（抜粋）

自立への
サポート 59

・親子が幸せに生きていけるようにする施設
・配偶者などのＤＶからのがれて母娘で暮らしていくための基盤を作っていく施設
・日常的に積極性を持って母子と関わり安心となるよう自立していけるよう支援する。
・人間関係を築いたり、自立した生活が送れるように支援する施設
・精神面や収入など、生活する上で不安定な要素のある母子を様々な面で支援する施設
支援には、安定を図り、その後どのような生活をしていくのかを具体的に提案することも
含まれ、入所している時だけでなくその後の支えにもなるものだと思う。
・保護するだけではなく、親子で暮らすため、施設から出て自立するための支援も行ってい
く役割がある。
・子どもと親が自立できるようにする。

親子の
ための施設 41

・子ども達が幸せに暮らせてお母さんも落ち着いて生活が出来て子どもと関われる。
・困っている親子を支援する。
・お母さんと子どものより良い関係を築く支援ができる場所
・子どもにも母親にもしっかり寄り添う役割がある。
・子どもだけでなく母子共に支援する保育園とはまた違った支援の形である。
・子どもだけを支援するのではなく、親子で自立し、幸せに暮らしていくために、安心感を
得ることができる場であらなければならない役割がある。

母子の保護 30

・とにかくお母さんとその子どもが安心して暮せる、お母さんたちの安全基地という機能、
役割がある。
・施設に入所することで、親子を虐待などから守る役割がある。
・虐待を受けている子どもやＤＶを受けている親が心を落ち着かせられるような施設
・心の支えとなる施設・入所理由は身体的・精神的な暴力や離婚、経済的な問題などの事情
で生活が困難になった母子を保護する役割を担っている。

生活の
サポート 24

・母子ともに生活しやすい環境を整える。
・母親と子どもの生活を支える施設
・母子生活支援施設では、母と子が穏やかに生活できるように手を尽くしている。
・ＤＶや虐待などの色々な理由があって、家にいることができない、難しい親子の生活を支
援するところ。
・それぞれの立場になって物事を考え、第三者しかできない冷静な判断をし、親子をサポー
トする

親子を
つなぐ役割 19

・母親と子どもの向き合う場、新たな家族の形見つけていける安全が確保された施設。
・離れている親子の気持ちを繋ぎとめる。
・親子との関わりを大切にしていく。
・母子の心のサポートや親子関係の修復の手伝い、相談などを聞く役割がある。
・子どもに対して、親に対して１人ずつの支援だけでなく親子関係の支援もしている。

尊厳を守る 17

・家庭内でさまざまな事情を抱える方や子どもを支え、支援していく施設だと思った。
・母と子を一人ひとりの人として支援してくれる。
・自分の気持ちを言えない環境にある人たちを支援し、手を差し伸べることができる施設
・母親と子どもの関係性の（良好でおだやかな関係でいられるように）中立を持つ。また、
各家庭の状況や親子関係をしっかり理解した上の支援を行う。
・お互いの気持ちに寄り添った支援→お互いの気持ちを伝えるなど

気持ちの
サポート 15

・自己犠牲を持っている方が多いので否定はせずに、そういう考え方があるのねと受け入れ
ること
・心を落ち着かせられるような、心の支えとなる施設
・母親の不安を取り除き子どもと２人で生活できるように支援をする施設
・親子の今だけでなく今後を支えていく。気持ちや状況を理解し、解決していく役割がある。

安心・
よりどころ 12

・利用者の心と体の拠り所
・子どもだけではなく大人も気軽に相談したり安心できる場所
・母子ともに安全に過ごせる場所になる施設



求めることも子どもの願いのなかに存在するだろ
うことが視野に入れられており、子ども自身がさ
まざまな思いをもって生活していることの可能性
を学生が捉えていることが見受けられた。

⑶ 母子生活支援施設の役割への理解
母子生活支援施設についての理解がどのように
なされているかについて記述を求め、先の方法に
よって記述内容を分類した。分類して設けた項目
とともに、記述内容を代表する記述を抜粋し表３
にまとめた。
次の７つの項目によって施設の役割が理解され
ていることが検討でき、表３．事例検討参加後の
施設役割への理解へ示した。学生の記述内容ごと
に項目を立てたところ、ｎ＝217の記述があり、そ
れぞれに設けた項目をさらに分類し、「自立への
サポート」「親子のための施設」「母子の保護」「生
活のサポート」「親子をつなぐ役割」「尊厳を守る」
「気持ちのサポート」「安心・よりどころ」の機能
があると把握していることが分かった。それぞれ
の内容から、母子生活支援施設についてどのよう
な役割や機能があると理解しているのか、学生の
記述を概観したところ、「自立へのサポート」とし
て、「親子で暮らすために、施設から出て自立する
ための支援も行っていく役割があること」、「親子
のための施設」であり、まずは「生活をサポート」
してそれを営むための支援を行い、制度などの情
報を提供しており、冷静な判断を母親とともに実
施することなどが記述されていた。さらに、「母
子を保護」するだけでなく、「親子をつなぐ役割」
をもち関係修復をサポートする役割を担っている
こと、さらに「尊厳を守る」とした分類の記述で
は、お互いの気持ちに寄り添った支援をしつつも
中立を保ち、親子が意見を言いあえる関係性にな
るよう配慮していることへの視点があることも見
受けられた。また、ＤＶ被害や経済的な困窮、う
まくいかない現状と立ち向かう対象を支援するた
めに「気持ちのサポート」を行い、かれらの「安
心・よりどころ」となるよう心掛けているであろ
うことも言及されていた。

Ⅲ．まとめ
１．事例検討の実施方法
実際に対応している施設職員の方とともに、実
際の事例について検討することは、学生にとって
貴重な体験となったのではないかと考える。支援
者の立場から、どのような願いを保護者や子ども
たちにもち、さらに現状を把握しながら、実施可
能なことを検討し、それを互いに意見を出し合う
ことは、相当に知識と経験を求められることにも
見受けられる。実際に対応をしようとすると困難
に思うことであっても、施設職員の方の経験と知
識を借りながら検討する姿もあり、難しい事例で
はあるが、なんとか向き合うことができたように
も見受けられた。
調査対象となった受講生の記述のなかにも見受
けられるように、他者の気持ちになってものごと
を考えることに対して、難しさを感じすぎずに捉
えることができる学生が多いようにも見受けられ
る。それぞれの立場にたって心情を考え、さらに
学生同士で意見を交換しあうことにより、利用者
の立場から支援を考える情報として用いることが
できたのではないだろうか。事例検討の実施方法
として、支援対象者の心情を考えたうえで支援計
画を検討することは意義深いように見受けられ
た。

２．学生の理解内容の把握
児童福祉施設のひとつである母子生活支援施設
の事例をもとに学生には支援者の役割の視点を検
討してもらうこととなった。表３．事例検討参加
後の施設役割への理解から、学生たちが施設の機
能であるシェルターとして保護すること、施設か
らの退所を目指す自立へのサポートだけでなく、
心身ともに疲れ傷ついているであろう保護者や子
どもたちに対して、支援者が寄り添い、かかわっ
ていることについても言及しており、支援者がソ
フト面において支援することへも理解しているこ
とがわかった。このことから、１回の事例検討に
おける学びだけでなく、これまでの保育者養成課
程において学んできたことや体験したことが蓄積
された視点が活用されているようにも考えられ
る。具体的な制度の理解は本研究の調査対象とし
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ていないが、幼稚園や保育所をはじめとする支援
施設ごとに役割は異なるものの、学生が支援者と
しての視点をもち、その力が養われ事例検討にお
いて発揮されたように見受けられた。

３．今後の展望
心情として検討がしやすいと考え、学生の年代
に近い子どもが利用者である事例を選択した。今
後は幼児などの子どもとその保護者の事例につい
ても事例検討の実施が可能か、検討をしてみたい。
さらに、保育者としてさまざまな役割を担うこと
となる学生にとって、事例検討を体験することに
よって、他者とともに検討し、協力をして支援を
実施することについて、事例検討をとおして学ぶ
機会となったのではないだろうか。支援活動にお
いて、対象者を捉え対応を検討する際に、ともす
れば視点が固定されてしまうこともある。事例検
討を行うことによって、その視点を柔軟に持つこ
とができるよう、他者の意見を聞きそれを共有す
ることの意義を感じた。また、検討したことが実
際にどのような支援につながったのか、現場での
その後の様子や実際の対応など、検討したことに
ついて示唆をうけることも有益な学習になるよう
に見受けられた。
受講生の感想から、より母子生活支援施設を深
く知ることができたという声があった。また、実
際に事例検討を行いながら施設の役割や職員の支
援方法、ドラマでしか見たことのないような家庭
環境が実際にあることを実感しているように見受
けられる場面があった。さらに、「寄り添う姿勢
とはどういったものなのか」、「福祉とは？」といっ
たように、学生自身が支援対象者について悩み、
考えることで、より深く知りたいと思うきっかけ
になったのではないだろうか。
事例検討を実施してみると、想像した以上に受
講生自身の考える力やその人の立場に立って寄り
添おうとする姿勢がみられ、彼らがもつ可能性や
他者に寄り添う力があることに気づかされた。母
子生活支援施設の周知や後進育成のつもりで事例
検討を実施しようと試みたが、施設職員の側が受
講生から新たな視点を得る機会ともなった。今後
も共に学ぶ機会となる捉え、受講生がなにを知り

たいと考えているのか、どのような情報があれば
学びが深まるかを検討し、講義内容を検討してい
きたい。

【参考文献】
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図１：個人検討シート

＊母と子、それぞれの課題 

【母】 

 

 

 

 

【子】 

 

 

 

 

＊それぞれの立場に自分がなったとしたら、どんな気持ちになるか？ 

 又、第三者(職員)に何を求めるか？ 

【母】 

 

 

 

 

【子】 

 

 

 

 

＊それぞれの求める事、課題に対して職員の立場として、何をする？何が必要か？ 

【母】 

 

 

 

 

【子】 

 

 

 

＊親子に対し、担当職員が協力してどんな支援が出来る？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：支援計画検討シート

【グループ名：　　　　　　　　　　　　　　】　みなさんの氏名を記入してください

支援計画表

気になる様子・課題 左に記入した課題等に対する、支援の具体的方法

目　標




